
提言第３号　注射剤によるアナフィラキシーに係る死亡事例の分析

＜事例概要＞

・齲歯治療中の 60 歳代男性。歯科診療所で発症。死亡時画像診断（Ai） 無、解剖有。

・原因薬剤は、歯科用局所麻酔薬のネオザロカインパスタ、オーラ注が否定できない。

・過去にネオザロカインパスタ、オーラ注を4 回使用したが、アレルギー症状の出現
無。

・抜歯のためネオザロカインパスタ、オーラ注、笑気ガスを使用。薬剤使用開始から約
15 分後に気分不良が見られ、含嗽直後に意識消失。胸骨圧迫開始し救急要請。医療機関
で心肺停止状態のためアドレナリン1 mg を静脈内注射し救急処置を実施するが、2 日後
に死亡。
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